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表は高潮モデルの仕様を示す。モデル領域は日本の国土ほぼ全てをカバーしている
。予報時間は00,12UTC初期値が78時間先まで、03,06,09,15,18,21UTC初期値が39時
間先までで、1日8回実行する。高潮モデル計算の際には入力データとして、気象庁発
表の台風予報と同じ内容の、予報課が作成する熱帯低気圧情報（実況解析値、予報
値）と、気象庁のメソモデル（MSM）の海上風、海面気圧を必要とする。計算された潮位
偏差に面的天文潮位（一般に、天文潮位は観測値の存在する地点において調和解析
することで算出できるが、データ同化などの技術を用いて、任意の地点で天文潮位を
算出することができる。）を加算している。
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高潮モデルの計算には潮位偏差の初期値が必要だが、大気モデルと比較してデー
タ同化の効果が薄いため、気象場の解析値を使った計算により初期値を作成している
。これをハインドキャストと呼んでいる。上図は00UTC初期値の例である。ハインドキャ
ストでは、前初期値21UTCのMSMによるFT=2までの予測値と対象初期値00UTCの
MSMによる FT=0の予測値を使用して、過去の状態を再計算することで00UTCにおけ
る潮位偏差の初期値を作成する。高潮モデルは、大気からの外力（大気モデルや台風
ボーガス）に依存する部分が大きく、高潮モデル自身の初期値にはあまり敏感ではな
い。加えて、同化に利用できるデータが限られていることや、日本沿岸域の地形特性（
浅い海域が比較的少ない）のため同化の効果が小さい、といった理由から、高潮モデ
ルにおけるデータ同化は行っていない。
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日本域高潮モデルは、非台風時はMSMによる１通りの計算を行う。台風時（日本付
近に台風が存在する場合）は、MSMによる１通りの計算に加えて、台風進路予報（予
報円）の誤差を考慮し、5通りの台風ボーガスによる計算を行う。
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図はボーガス中央コースについて、台風ボーガスをMSMの風・気圧場に埋め込む時
の模式図である。強風半径、つまり風速30kt以上の範囲では、ボーガスによる風・気圧
場をそのまま使う。一方その外側では、強風半径の2倍の範囲までボーガスとMSMの
加重平均を使い、台風中心から離れるにしたがってMSMの割合を大きくしていく。ボー
ガス周辺コースでは、図のMSMのところが無風・平年値（海面気圧）になる。
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台風ボーガスの風分布は藤田の式（Fujita, 1952）で決定している。この式では、r0の
パラメータによって強風域の範囲が左右される。これまでの台風ボーガスには強風域
の狭い系統誤差があるため、強風域が適切な範囲となるように、このr0の計算手順を
見直した。
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方向別粗度長法（Westerink et al.,2008）とは、各格子ごとに風上領域の粗度長を考
慮することで、離岸風を減衰させる手法である。この手法を新たに導入することで、地
形の影響を考慮して内湾域の過大な風速を適切な風速に弱める効果がある。
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図は、2019年6月～2021年12月に台風が接近・通過したときに（全922初期値）、高潮
モデルにより予測された潮位偏差（MSM、ボーガス中央コース）と、日本国内207地点

の潮位観測点の観測値による潮位偏差の散布図を示す。ボーガス中央コースの散布
図には、実測値100cm前後に対し200cmを超える過大予測があったことが示されてい
る。MSMコースの散布図においても過大となる箇所は見られるものの、全体的には台
風ボーガスの方が過大評価傾向であり、MSMコースの方が実況からの誤差が小さい

と言える。このように台風ボーガスによる高潮の予測誤差が大きいのは、台風ボーガ
スで仮定している風の場の推定法では方向別粗度長法の導入以後も地形の摩擦の
影響が十分には取り込まれていないこと、台風が中緯度まで北上したことにより、典型
的な台風の構造から変化することを考慮していないことが主な原因と考えられる。
MSM、ボーガスともに予測時間後半に精度が悪化するのは、潮位偏差のピーク出現
時刻の予測誤差の影響もあると考えられる。
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